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銀行株指数と10年国債利回りの推移

出所：QUICK 作成：岡三証券 月次 5月21日現在

金利正常化で銀行セクターに再注目！

金利上昇で銀行株への物色人気が高まる

日本の10年国債利回りは5月18日に一時2.80%と29年半ぶりの水準ま
で上昇。中東情勢緊迫化によるエネルギー価格の高騰を背景に世界的なイ
ンフレへの警戒感が高まっている。5月相場では4月以降の上昇相場を牽引
していたAI・半導体関連が高値警戒感から利益確定売りに押され、日経平
均株価が大きく下落する場面もみられた。

こうしたなか、銀行セクターは5月に入って堅調推移となっており、銀行株指
数は2月12日につけた年初来高値666ポイントが視野に入ってきた。金利上
昇が収益改善期待につながるとの見方や足元の決算発表で今期の順調な
見通しが確認されたことも好感されたようだ。また、4月の企業物価指数が
4.9％上昇（前年同月比）と物価の上振れが意識されるなか、6月の日銀
会合での利上げ観測も燻っている。金利環境の変化を追い風に銀行株への
注目度が高まっているといえよう。

2024年3月のマイナス金利解除以降、銀行の貸出金利は上昇してお
り、各行の収益増につながっている。日本は長期にわたる低金利の状態か
ら、ようやく正常化に向かい始めたばかりであり、利ザヤ改善から銀行の収
益は増加傾向が続こう。一方、欧米の銀行と比べて依然として低いROE
（株主資本利益率）の向上には、資本効率の改善も必要とみられる。
収益の多様化に加えて構造改革を進めることが重要となろう。

メガバンクでは、M&A仲介や富裕層向けウェルスマネジメントなどの手数
料ビジネスの拡大、デジタル・決済ビジネスへの参入、AIなどITツール導入
によるコスト削減などが進められている。各行の直近の中期経営計画では
ROE向上が重要テーマとして掲げられており、こうした取り組みが評価され
そうだ。

国内銀行の長期貸出約定平均金利の推移

出所：日本銀行 作成：岡三証券 月次 直近は2026年2月

• 国内長期金利が一時29年半ぶりの高水準に
• 金利上昇で銀行株への物色人気が高まる
• 収益力を高める各行の取り組みに注目
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収益力を高める各行の取り組みに注目
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出所：QUICK 作成：岡三証券 日経予想 5月21日現在

金利正常化で銀行セクターに再注目！

メガバンク3行の中期経営計画での主な取り組み

出所：各行資料、作成：岡三証券
※ROTE：ROE算出時の分母となる株主資本から無形資産を除外して計算
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主な銀行株
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出所：QUICK 作成：岡三証券 日次 5月21日現在

メガバンク3行の株価推移
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三菱UFJ（8306） 三井住友（8316）

みずほ（8411）

株価（円） 時価総額（億円） 予想ROE（%） PBR（倍）
予想配当
利回り（%）

8306 三菱UFJ 3,067 363,983 12.10 1.55 3.13

8316 三井住友 6,031 230,836 10.80 1.45 2.98

8411 みずほ 7,301 178,351 11.50 1.57 2.05

7182 ゆうちょ 3,193 114,178 7.20 1.23 2.91

8308 りそなHD 2,120.0 48,911 10.70 1.64 1.74

8309 三住ﾄﾗｽﾄ 5,703 39,853 10.70 1.11 3.33

7186 横浜ＦＧ 1,687.5 19,315 9.20 1.33 2.78

8331 千葉銀 2,358.5 18,291 8.50 1.30 2.71

5831 しずおか 3,004 17,427 8.50 1.29 3.26

8303 SBI新生 1,500.0 13,433 9.80 1.08 2.80

7167 めぶきFG 1,409.5 13,349 8.80 1.22 2.83

銘柄

三菱UFJ

（8306）

12%程度

（26年度）
7,000億円
（24-26年度）

・「エムット」を起点とした国内リテール戦略
・サステナブルファイナンスや金融経済教育の推進
・AI利活用の定着、浸透

三井住友
（8316）

15％

（※ROTE、

中長期）

6,000億円
（24-28年度）

・日本最大のデジタルプラットフォームの確立
・ウェルスマネジメントビジネスの拡大
・グローバルビジネスの強化

みずほ
（8411）

12％超

（28年度）

3,500億円

以上
（25-27年度）

・“デジタル×リモート×リアル”三位一体となった
　自社サービスの徹底した磨き上げ
・“金融とコマース”の融合（楽天グループと提携等）

銘柄
（コード）

政策保有株
削減計画

ROE目標 主な取り組み
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